
平成 17年 10月 期 第 二級陸上特殊無線技士 ま 聴問題

権がど督l卸 1球 法

(tL)解 各1= 答えとして工しいと判断したものを一つだけ選す 答 剰用紙の答欄t■Lしく記ス (マーク)し てくださ,、

〔13 基 地月を開技しようとするときは ど うしたけれ   〔 4〕 無 神従享者|ま 採 線河 言の業務に従事しているとき

IJrrちないか 正 しいる0を 次のうちから選へ       は  免 綿 ,ど のようにしていなけれはならないか

正しいものを次のうちから選ヘ

1 無 線局の適用開始の予定的「jを届け出る

2 無 線設備を設置し そ の旨を結続大臣に電け出      1 撫 帯する

て検奇を受けなけれはならない              2 決 喚 向に備え付↓iる

3 熊 練局の免計の中討書を提出し 縫 務大臣の免      3 通 信室内に保管する

辞を受ける                       4 通 信室内の電やすい臨所に掲げる

4 主 任無線従事者を日■する

(2〕 次 のF班 は 電 渡法に規定する 「無線局」の定義   〔 5〕 的 i免許証備 旺 を受けなけれ rrjらない

1 他 0無 線従事者のfFFを 取得したとき

2 現 け折に変更を生したと言

3 ,■樽地に変更を生したとき

4 氏 名に変更を生したとき
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であるが 国 内に入れる末き字句を下の番号か      の は 次 のどれか

ら選ナヽ

「熱 効 とは 鶏 泉輸 及JEコ の部 iをい

う た だし 受 信のみを日的とするものを含まな

↓どJ

l 無 輸 の所右亀

2 無 線通信を行う者

3 無 擦母を退用する者

4 雑 線設備の操作を行う者

1凶=設備に回Rする電法の回 及9輻 高

1 絶 合周波数特性

2 周 波知う佃撃

3 変 調章

4 型 武

〔3〕 次 の混述は 電 絞り質に関する電液との規定であ   【 6〕 第 ■数陸上竹殊無線技との資格を指"る 者が lt上

るが 国 内に入れるヽさを洵 を下の番号から選 のサ【線局の空中線竜力JDワット以下の無線設備 (レ
ーダー及び人I衛 日らの中機により無線通信を行う無

線局の多重無線調席を除()で 外鮨 】転換装置で電ト

の質に影響を及|まさないものの技術操作を行うことが

～

調旗の強度与亀渡の質は 繕 務省令で定めるところ      で きる電淀の日渡飲の範囲は 次 のどおれ

に適合するものでなけれに始 ヽない J

くヽ )



(7〕 次 の記述は 業 務書期等の捕付けに関する電注法    (lo3 無 縁従革者"rtB技法に達反したとき 終 務大臣か

の規定であるおi 口 内に人れる本吉宇句をドの      Sttiす ることがある処分は 次 のどれめヽ

替号から選ヽ

1 知 掘 濫 の揮伸 魁加

「無線局には 正 確な時計及び [=コ  無 線業務       2 1年 間の無線局の型踊停止

自誌モの随 を令で定める書類を備え付寸ておか       3 6簡 月間の業務の従事体‖t

なけれ|こならない J                     4 3衛 ,以 内の判らの往専停止

1 免 詐人の氏名スは名称を話する書類

2 緩 置

3 無 緑検査簿

4 案 線機雛 嫌 書

法

tS〕 臨 時検査 (電法桜卑Ts条第4項の1究部 にlDいて    〔 11〕 無 網局の先計人等は 無 繰従事者を選任又IP I

検査されることお“あるのは 次 のどfr/汽

1 無 練従事者の知議貿錬 蔑

2 無 線従事者の封略及びR歓

3 韓 の勤瑠★況

4 !聴 従事言の如

したときは 電 波法の規定により ど のような手続

をとらなけれ↓tFrrらないか 正 しいものを次のうち

から選々ヽ

1 呂 帯なくその旨を屈け出る

2 1o日 以内にその旨を報告する

3 速 やわ】こ絡務大「の承認を受ける

4 迫 」た時期に蓮洛する

〔9〕 免 「T人 (包括免許人を除く ),4正 を手段により    〔 1,' 免 Ff人は 免 許状に記拭された事項に変更を生じ

無線設備の変更の工事のH■可を受けたとき そ の無      た とをは ど うしなけれl�ようないか 丁 しいもの

線局についてどのような処分を受けることわ【ある      を 次のうちから選へ

か 正 しいものを次のうちから遺ヽ

1 直 ちに届け出る

1 週 日り,止                        2 そ の旨を報告する

2 同 泣致の制限                      3 有 免許を申請する

0 免 「fの取消し                      4 免 計t4のヽ こを受ける

4 団 円計容時間の制限

陸特三 〈2)


